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第１回第１回

平成平成1717年年 11月月2525日日

国土交通省国土交通省 徳島河川国道事務所徳島河川国道事務所

吉野川河道内樹木管理吉野川河道内樹木管理手法手法検討委員会検討委員会

説明用パワーポイント資料

資料－２

※この資料は、「資料－３」の概要報告資料です
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１．委員会での検討内容１．委員会での検討内容
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河道内樹木の課題共有
1. 吉野川の現状
2. 河道内に繁茂する樹木についての課題

★第１回★

河道内樹木の経年変化と拡大要因の分析★第２回★

本日の委員会本日の委員会

河道内樹木管理手法検討のケーススタディー★第３回★

河道内樹木管理の仕組みについての
ケーススタディー

★第４回★

河道内樹木管理の基本的な考え方の整理★第５回★

河道内樹木管理手法（案）の立案★第６回★

<<<< 吉野川樹木管理手法吉野川樹木管理手法 検討委員会での検討フロー検討委員会での検討フロー >>>>

44

２．吉野川の現状２．吉野川の現状

2.1 流域および河川の概要

2.2 河道内樹木に関わる河川特性

2.3 河道内樹木の現状
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2.1 2.1 流域および河川の概要流域および河川の概要
(1)(1)吉野川の流域吉野川の流域

今も残る連続した竹林
（三加茂町、三野町）

検討区間：河口～池田（77km）

吉野川データ
・流路延長：194km
・流域面積：3,750km2

吉
野
川
↓

川幅約400m

■岩津

直
轄
管
理
区
間
77
.7
km

吉野
川

池田■

66

(2)(2)これまでの事業の沿革これまでの事業の沿革

明治40年 第一期改修工事 着手
(1907)
・
・
・
・
・
昭和 2年 第一期改修工事 竣工
(1927)
・
・
昭和24年 第二期改修工事 着手
(1949)
・
・
昭和40年 岩津～池田間が直轄管理
(1965) 区間に編入
・
現在に至る

国による本格的な治水事業の始まり
①別宮川の改修（吉野川本川とした）
②第十樋門新設（旧吉野川付け替え）
③堤防拡築工事（第十堰～岩津区間）
④江川締め切り工事
⑤善入寺島遊水地化

岩津下流の堤防が概成

岩津下流の既設堤防の拡築、漏水対策
や内水排除対策 等

岩津～池田間の築堤着手
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(3)(3)過去の水害過去の水害

注）平成16年洪水の流量は速報値

流量規模が大きい
洪水は、５年に１回
（50年間に10回）の
割合で
発生しています

■■ 流量規模が大きい上位１０洪水流量規模が大きい上位１０洪水

88

平成平成1616年の出水の状況年の出水の状況

★治水安全対策は、未だ十分な状況にありません
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2.2 2.2 河道内樹木に関わる河川特性河道内樹木に関わる河川特性
(1)(1)堤防整備状況（堤防整備状況（S.40S.40～～H.16H.16の約の約4040年間）年間）

平成16年時点
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★平成１６年時点の堤防整備状況
岩津下流 →昭和２年に概成
岩津上流 →約４０％が堤防未整備

昭和40年時点
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昭和40年（1965）時点

平成16年（2004）時点

1010

(2)(2)流況流況（１（１//２）２）

★昭和50年以降 →
最小・渇水流量が大きい流量で安定
最小～低水流量の変動幅が小さくなっています

流量(m3/s) 流量(m3/s)

月　日 順序
1/1 3/1 6/1 9/1 12/1 1 95 185 275 355

大きい順に
並び替え

豊水流量

平水流量 低水流量 渇水流量

＜豊水・平水・低水・渇水流量の定義＞

出典）流量年表

岩津地点

（1年間のサンプル）
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(2)(2)流況流況（２（２//２）２）

★昭和50年以降 →
8,000m3/sを上回る洪水の発生頻度は、少なくなっています
S.58～H.1の７年間、発生しない期間があります

※ 8.000m3/sは、河床の形成に影響を及ぼす
平均年最大流量程度に相当します

▽ 8,000m3/s

出典）流量年表

岩津地点

岩津地点

1212

(3)(3)砂利採取の状況砂利採取の状況
▼ 砂利採取状況の変遷（砂利採取の許可量）

★昭和45年頃まで → 岩津下流を中心に砂利採取を実施
★昭和45年頃以降 → 砂利採取量は大幅に減少

昭和40年～平成11年（34年間）
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(4)(4)河床高と横断形状の経年変化河床高と横断形状の経年変化
■■ 平均河床高平均河床高

岩津

高瀬橋

池田

河床低下

★昭和30～50年 → 河床は低下
★昭和50年以降 → 河床は安定

★★河床の変動は、全川で同様の河床の変動は、全川で同様の
傾向を示しています傾向を示しています

1414

■横断形状の変化

★砂州の高地化、水際の直立化が進行

岩津下流

岩津上流

：47年間

：36年間
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(5)(5)流路流路((みお筋みお筋))の経年変化の経年変化

池田～岩津区間

岩津～河口区間岩津

岩津池田

河口

★みお筋は、全川的にほぼ安定しています

昭和昭和4141年～平成年～平成1414年（年（3636年間）年間）

1616

2.3 2.3 河道内樹木の現状河道内樹木の現状
(1)(1)吉野川の植生吉野川の植生

★吉野川には、竹林とヤナギ林が多い
★冠水頻度に応じた植生の分布があります

豊水流量

平水流量

95 185

▲吉野川の樹木群
面積内訳

竹林
ヤナギ林

（河口～池田間）
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(2)(2)河道内樹木分布の変遷河道内樹木分布の変遷
①①樹木面積の経年変化樹木面積の経年変化

樹木面積の縦断分布と経年変化 竹林面積の縦断分布と経年変化

竹林面積減少の理由
→ 次のスライドへ■ 樹木（竹林を除く） ■ 竹林

★昭和50年以降、全川で増加傾向
（特に、岩津下流で顕著）

★第十堰上流に分布
★昭和50年以降、大きな変化なし
★一部で増加傾向

出典）「吉野川河道内における樹木及び土地利用型の分布の変化とそれに及ぼす流域の諸環境」
鎌田磨人、岡部健士、小寺郁子（環境システム研究Vol.25、1997年10月）

一部増加一部増加

1818

昭和39年～昭和50年にかけての減少
①築堤に伴う竹林の伐採
②面積計測の定義上の問題（河道内から河道の外へ）

■■ 補足（竹林面積の減少理由）補足（竹林面積の減少理由）

５４．２ｋ付近 美馬橋下流の場合
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②②河道内樹木の面積拡大状況河道内樹木の面積拡大状況

角の浦大橋地点(64.0k付近) 高瀬橋地点(17.8k付近)

平成12年の分布状況 約25年後

★竹林面積に大きな変化なし

平成12年の分布状況

昭和50年の分布状況 昭和50年の分布状況

★砂州上の樹木面積が拡大

● 岩津上流では ● 岩津下流では

（背景：S48.12撮影） （背景：S49.11撮影）

（背景：H14.5撮影） （背景：H14.5撮影）

2020

より確実なより確実な

洪水防御洪水防御

(3)(3)水害防備林（竹林）水害防備林（竹林）

＜藩政時代～昭和＞

水害防備林（竹林）によって、
洪水から身を守る

★竹林の意義と役割が変わりつつあります

＜現在＞

堤防によって、洪水から身を
守る
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(4)(4)河道内樹木の利用・活用河道内樹木の利用・活用

管理された竹林 放置された竹林

★全川的に、放置竹林が増加しています

＜藩政時代～昭和初期＞

地場産業の資材として利用

＜現在＞

社会情勢の変化から、竹材の
需要が低下

2222

竹林を利用した取り組み（紹介）竹林を利用した取り組み（紹介）
＜美馬町まちづくり委員会「美馬未来塾」（委員長：千葉昭彦）の取り組み＞

＜竹林を利用した公園整備＞ 【山川バンブーパーク】
川田川合流付近(37.0k付近）の広大な竹林に、
多目的広場（芝生）、イベントステージ・フィールドアスレ
チック（竹製）等を整備しています。
隣接する堤防や水際遊歩道では、水生生物や
吉野川の自然に触
れることができます。

美馬未来塾では、「竹に笑顔を取り戻してもらおう」と、
竹を活用した町づくりに取り組んでいます。

＜＜主な取り組み例＞＞
【竹林の間伐利用】
切り出した竹で竹垣、竹炭、食器や遊具などを作成
【竹垣づくり講習会】
竹垣によるまちの景観づくりを提案
【竹灯籠】
竹灯籠を安楽寺など町内 3カ所に設置
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(5)(5)河川環境と動植物の関わり河川環境と動植物の関わり

★吉野川には、特定の河川環境に依存する動植物がいます

2424

(6)(6)洪水後の河道内樹木の状況洪水後の河道内樹木の状況

瀬詰大橋下流(36.0k)

低木類の倒伏・流失状況 アカメヤナギ群落の倒伏状況

穴吹橋下流(42.8k)

穴吹橋下流(42.8k)

マダケ群落の倒伏状況 マダケ群落の倒伏状況

角の浦橋上流(64.0k)

平成16年台風23号後
（平成16年12月6日撮影）

★マダケ群落等の竹林が倒伏しています
★ヤナギ類の一部が流失しています
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洪水後の河川環境の変化洪水後の河川環境の変化
広域図

▲平成14年5月撮影

高瀬橋

第十堰

吉野川 →

樹木樹木によるによる砂砂のの捕捉捕捉

▼ 平成17年1月18日撮影

▲ 平成17年1月18日撮影

水際の直立化水際の直立化

★洪水によって河川環境
が変化しています

2626

３．河道内に繁茂する樹木３．河道内に繁茂する樹木
についての課題についての課題

3.1 治水上の課題

3.2 環境上の課題
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3.1 3.1 治水上の課題治水上の課題

昭和46年6月撮影

樹木の
面積
拡大

平成14年5月撮影

角の浦大橋

河
内
谷
川

河
内
谷
川
↓↓

吉野川
吉野川→→

64.0k

63.0k
河
内
谷
川

河
内
谷
川
↓↓

63.0k

64.0k

吉野川
吉野川→→

▲岩津上流 三野町角の浦大橋地点(64.0k付近) ▲

(３２年間)

樹木の面積拡大による水位上昇

(1)(1)樹木の繁茂面積の拡大に起因する治水安全度の低下樹木の繁茂面積の拡大に起因する治水安全度の低下

堤防がより危険
な状態へ

★水位上昇による
堤防の危険度ＵＰ
★安全に流下できる
洪水流量の減少

40
0m

2828

(2)(2)放置竹林の増加に起因する治水安全度の低下放置竹林の増加に起因する治水安全度の低下

＜管理された竹林＞ ＜放置された竹林＞

竹林の意義と役割の変化
①水害防備林としての

役割の喪失
②竹材の需要低下

放置竹林の増加

高密度化高密度化
（水の流れを阻害）（水の流れを阻害）

★竹林の高密度化に伴う治水安全度の低下

高密度化高密度化

- 14 -



2929

3.2 3.2 環境上の課題環境上の課題

高瀬橋地点(17.8k付近)

昭和50年

(1)(1)砂州等の樹林化（礫河原の減少砂州等の樹林化（礫河原の減少))に起因するに起因する
生態系の変化（１生態系の変化（１//２）２）

樹樹
林林
化化
のの
進進
行行
とと
河河
床床
横横
断断
形形
状状
のの
変変
化化

平成12年

★砂州の樹林化とともに礫河原の減少、水際の直立化が進行

（昭和50年～平成14年，27年間）

礫河原礫河原

砂州の樹林化砂州の樹林化

水際の直立化水際の直立化

3030

■■ 礫河原を好む動物たち礫河原を好む動物たち

▲ アユ（採餌場・産卵場所）

▲ コアジサシ（繁殖場所）
▲オオトックリゴミムシ
（生息場所）

■■ 早瀬・浅瀬に生育する魚類早瀬・浅瀬に生育する魚類
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■■ 課題のまとめ課題のまとめ

★今、心配なこと

岩津上流部
①竹林の流下阻害方向（横断方向）への
面積拡大による治水安全度の低下
②竹林の高密度化による治水安全度の低下

岩津下流部
①砂州等の樹林化に伴う河川環境の変化

（礫河原の減少，水際の直立化）
②礫河原の減少による生態系の変化
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